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お
知
ら
せ

夏
休
み
中
児
童
を
預
か
り
ま
す

卒
園
し
た
幼
稚
園
で
児
童
の
預

か
り
を
行
い
ま
す
。
鈴
蘭
・
元
総

社
・
明
和
幼
稚
園
は
卒
園
児
以
外

の
預
か
り
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
両
親
が
共
働
き
な
ど
で
夏

休
み
に
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が

い
な
い
小
１
～
小
３

施
設
名
・
所
在
地
な
ど
＝
〈
わ
か

く
さ
幼
稚
園
〉
嶺
町
☎
２
６
４
─

０
６
０
０
〈
鈴
蘭
幼
稚
園
〉
元
総

社
町
☎
２
５
１
─
２
１
８
０
〈
元

総
社
幼
稚
園
〉
元
総
社
町
☎
２
５

１
─
２
０
７
６
〈
江
木
幼
稚
園
〉

堤
町
☎
２
６
９
─
０
８
０
９
〈
二

子
山
幼
稚
園
〉
朝
倉
町
一
丁
目
☎

２
６
３
─
２
２
３
３
〈
ひ
ろ
せ
幼

稚
園
〉
広
瀬
町
三
丁
目
☎
２
６
３

─
１
５
７
１
〈
明
和
幼
稚
園
〉
勝

沢
町
☎
２
６
９
─
７
０
４
１
〈
あ

さ
ひ
幼
稚
園
〉
東
片
貝
町
☎
２
６

１
─
７
７
３
１〈
木
の
実
幼
稚
園
〉

粕
川
町
室
沢
☎
２
８
５
─
４
８
３

２
〈
富
士
見
幼
稚
園
〉
富
士
見
町

時
沢
☎
２
８
８
─
５
９
９
５
〈
石

井
幼
稚
園
〉
富
士
見
町
石
井
☎
２

８
８
─
３
５
３
１

申
各
幼
稚
園
へ

３
人
乗
り
自
転
車
購
入
に
助
成

自
転
車
協
会
発
行
の
Ｂ
Ａ
Ａ
マ

ー
ク
と
幼
児
２
人
同
乗
基
準
適
合

車
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
自
転
車

の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
送 

迎
時
の
安
全
確
保
と
幼
児
２
人
同

乗
用
自
転
車
の
利
用
促
進
が
目
的
。 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象
＝
市
内
在
住
で
、保
育
所（
園
） 

や
幼
稚
園
な
ど
の
送
迎
に
幼
児
２

人
同
乗
用
自
転
車
を
使
用
す
る
人

（
１
世
帯
１
台
）

助
成
金
額
＝
購
入
費
の
２
分
の
１

（
上
限
４
万
円
）

申
市
税
の
完
納
証
明
書
（
６
月
１

日
㈮
以
降
申
請
の
場
合
）、
領
収

書
の
原
本
、
メ
ー
カ
ー
保
証
書
・

助
成
金
振
込
先
通
帳
の
写
し
、
印

鑑
を
用
意
し
、
前
橋
保
健
セ
ン
タ

ー
内
こ
ど
も
課
（
☎
２
２
０
―
５

７
０
１
）へ
直
接

送
付
し
ま
す
医
療
費
の
通
知

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加

入
者
に
医
療
費
を
通
知
し
ま
す
。

受
診
者
の
世
帯
主
宛
て
に
６
月
上

旬
に
送
付
。
以
後
２
カ
月
ご
と
に

年
６
回
送
付
し
ま
す
。通
知
に
は
、

受
診
し
た
医
療
機
関
の
名
称
や
診

療
年
月
、
医
療
費
の
総
額
な
ど
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
へ
の
通
知
は
、
本
紙
７
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
８
９
８
─

６
２
４
９
へ

考
え
て
み
よ
う
水
の
使
い
方

６
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で

は
水
道
週
間
で
す
。
何
げ
な
く
使
っ

て
い
る
水
道
水
は
無
限
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
水
の
大
切

さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
蛇
口
の
開
閉
は
小
ま
め
に

水
を
使
う
と
き
は
、
小
ま
め
に

蛇
口
を
開
閉
し
、
使
用
後
は
し
っ

か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。
蛇
口
か
ら

ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
水
で
も
、
積
み

重
な
る
と
か
な
り
の
量
に
。
一
人

一
人
が
、
無
駄
の
な
い
水
の
使
い

方
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

□
水
漏
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

家
の
蛇
口
を
全
て
閉
じ
て
か
ら
、 

水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
少

し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て

い
ま
す
。
早
め
に
水
道
局
指
定
の

工
事
店
に
修
理
を
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
定
期
的
な
点
検
も
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
局
経
営
企
画
課
☎
８
９
８

―
３
０
１
２
へ

赤
十
字
活
動
に
温
か
い
支
援
を

日
本
赤
十
字
社
は
、
地
域
医
療

事
業
や
医
療
機
関
へ
の
血
液
提
供
、 

国
内
外
の
災
害
救
援
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
寄
付
や
社
員
か
ら
の
社
費
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
員
と
は
、
年
５
０
０
円
以
上

の
社
費
を
納
入
す
る
個
人
や
法
人

の
総
称
。
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
自
治
会
役
員
が
社
員
の
勧
誘
に

伺
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
寄
付
協
力
に
は

税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
多
額
の
社
費
で
赤

十
字
活
動
を
支
援
し
て
い
る
市
地

区
赤
十
字
有
功
会
で
は
、
市
内
の

小
中
学
校
へ
の
図
書
寄
贈
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
き
い
き
生
活
課
☎
８
９
８
―

６
２
３
６
へ

相
談
乗
り
ま
す
人
権
の
悩
み

特
設
人
権
相
談
を
実
施
。
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
６
月
１
日
㈮
午
後
１
時
～

４
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
52

学
習
室
、
隣
保
館
、
宮
城
・
富
士

見
公
民
館

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
い
き
い
き
生
活
課
☎
８
９
８
―

６
２
３
６
へ

生
け
垣
を
作
り
ま
せ
ん
か

生
け
垣
を
作
る
人
に
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
＝
住
宅
用
敷
地
内
に
新
た
に

植
栽
す
る
か
既
存
の
囲
い（
ブ
ロ
ッ 

ク
塀
な
ど
）
に
替
え
て
植
栽
す
る

生
け
垣
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
。
①
用
途
地
域
指
定

区
域
や
、
地
方
公
共
団
体
が
造
成

し
た
団
地
の
う
ち
、
幅
員
４
㍍
以

上
の
公
道
に
面
し
て
い
る
②
国
・
県 

道
に
面
し
た
部
分
や
幅
員
６
㍍
以

上
の
市
道
に
面
し
て
い
る

生
け
垣
の
基
準
＝
高
さ
０
・
６
㍍

以
上
、
長
さ
２
㍍
以
上
で
１
㍍
内

に
３
本
以
上
の
植
栽

奨
励
金
額
＝
施
工
費
の
３
分
の
２

（
上
限
８
万
円
）。
既
存
の
囲
い 

を
替
え
る
場
合
は
６
万
円
を
限
度

に
加
算
交
付

申
公
園
緑
地
課
☎
８
９
８
―
６
８

４
２
へ

危
険
物
の
取
り
扱
い
は
適
切
に

６
月
３
日
㈰
か
ら
９
日
㈯
ま
で

は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。
全
国

統
一
推
進
標
語
は
「
危
険
物
　
め

ざ
せ
完
封
　
ゼ
ロ
災
害
」。
私
た

ち
の
身
近
に
あ
る
灯
油
や
塗
料
、

て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
は
取
り
扱
い
を

誤
る
と
火
災
事
故
な
ど
を
引
き
起

こ
す
原
因
に
。
事
故
を
防
ぐ
た
め

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
家
庭
内
で
は
危
険
物
品
の
正

し
い
取
扱
方
法
を
確
認
す
る
②
事

業
所
で
は
危
険
物
の
自
主
的
な
保

安
管
理
体
制
の
確
立
を
図
る
。

問
消
防
局
予
防
課
☎
２
２
０
―
４

５
０
９
へ

解
体
工
事
現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
届

け
出
を
促
進
す
る
た
め
、
５
月
21

日
㈪
か
ら
25
日
㈮
ま
で
解
体
工
事

現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
解

体
す
る
建
築
物
の
面
積
が
80
平
方

㍍
以
上
の
と
き
な
ど
は
、
必
ず
着

工
前
に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
建
築
指
導
課
☎
８
９
８
―
６
７

５
２
へ

特
殊
建
築
物
な
ど
の
定
期
報
告

５
階
以
上
で
、
床
面
積
の
合
計

が
１
，
０
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る

事
務
所
な
ど
の
特
殊
建
築
物
や
こ

れ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
設
備

は
、
所
有
者
か
管
理
者
が
建
築
士

な
ど
に
定
期
的
に
調
査
を
依
頼
し
、 

結
果
を
市
へ
報
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
６
月
１
日
㈮
か
ら
７
月

31
日
㈫
ま
で
に
定
期
報
告
書
を
市

役
所
建
築
指
導
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
同
課
☎
８
９
８
―
６
７
５
２
へ

景
観
の
専
門
家
が
助
言
し
ま
す

良
好
な
景
観
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
、
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

建
築
物
の
外
観
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど

を
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
助

言
し
ま
す
。

申
随
時
。
ま
ち
づ
く
り
課
☎
８
９

８
―
６
９
７
４
へ

蔵
書
整
理
で
１
週
間
休
館

５
月
23
日
㈬
か
ら
29
日
㈫
ま
で
、 

蔵
書
整
理
の
た
め
市
立
図
書
館
は

休
館
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
は

移
動
図
書
館
ひ
ろ
せ
号
も
運
休
し

ま
す
。
な
お
、
こ
ど
も
図
書
館
と

各
分
館
は
通
常
ど
お
り
で
す
。

問
市
立
図
書
館
☎
２
２
４
―
４
３

１
１
へ催

　
し

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
―
２
５
４
８

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
①
５
月
26
日
㈯
②
６
月
２

日
㈯
、
午
後
２
時
30
分

内
容
＝
①
は
「
ね
ず
み
く
ん
の
チ

ョ
ッ
キ
」
な
ど
②
は
「
し
ろ
い
ぞ 

う
」な
ど

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
２
３
０
―
９
０
９
４

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
６
月
９
日
㈯
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
ピ
ノ
キ
オ
」（
ウ
ォ
ル 

ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
製
作
）

前
橋
文
学
館☎

２
３
５
―
８
０
１
１

□
朔
太
郎
と
前
橋
パ
ー
ト
３

期
間
＝
５
月
19
日
㈯
～
７
月
１
日

㈰内
容
＝
萩
原
朔
太
郎
と
前
橋
の
関

わ
り
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

経
験
か
ら
語
る
多
文
化
共
生

国
際
理
解
の
た
め
の
講
演
会
を

開
催
。
県
警
察
本
部
長
・
嶋
﨑
郁

さ
ん
が
外
交
官
時
代
の
経
験
や
多

文
化
共
生
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。

日
時
＝
５
月
26
日
㈯
午
後
２
時
40

分
～
３
時
40
分

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
市
国
際
交
流
協
会
☎
２
４
３
―

７
７
８
８
へ

赤
城
山
で
思
い
切
り
遊
ぼ
う

お
お
さ
る
山
乃
家
周
辺
で
自
然

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
鳥
の
丸
焼

き日
時
＝
①
６
月
10
日
㈰
②
６
月
17

日
㈰
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時対
象
＝
中
学
生
以
下
と
そ
の
保
護

者
、
先
着
各
50
人

費
用
＝
各
１
，
０
０
０
円

□
山
小
屋
・
民
族
テ
ン
ト
宿
泊
体

験期
日
＝
①
６
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

②
６
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰
（
各
１

泊
２
日
）

対
象
＝
小
１
～
中
３
、
先
着
各
20

人費
用
＝
各
５
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
米
４
合

申
以
上
の
２
つ
は
住
所
・
氏
名
・

学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
同
家
（
☎
２
８
５
―
６
１
５

１
）
へ
フ
ァ
ク
ス
（
２
８
９
―
０

１
７
３
）で

鮮やかな赤城山へ出掛けよう
新緑＆つつじWEEK

６月３日㈰から７月１日㈰まで、赤城山新緑＆つ
つじWEEKを開催。爽やかな新緑とレンゲツツジ
が咲き誇る赤城山を楽しみませんか。詳しくは前橋
観光コンベンション協会（http://www.maebashi-cvb.
com）をご覧ください。
□あかぎ大沼・覚満淵「爽やか」ごみ拾い活動

赤城大沼や覚満淵で行うごみ拾い活動の参加者を
募集します。赤城山をみんなできれいにしましょう。
日時＝６月３日㈰午前９時、赤城大沼あかぎ広場（富
士見町赤城山）集合
□赤城山直通バス

期間中は増便します。
□周遊バスつつじ号

レンゲツツジの名所を
巡る周遊バスを運行。赤
城大沼や白樺牧場などを周回します。
期間＝６月９日㈯～11日㈪・16日㈯～18日㈪
問前橋観光コンベンション協会☎235―2211へ


